
(57)【要約】

【課題】　装置自体を防水構造にしなくても防水効果が

得られ、メインテナンス作業の邪魔にならない防水カバ

ーを提供する。

【解決手段】　携帯型プリンタ２の底面にねじ等によっ

てホルダおよび第１のカバー部が固定されている。第２

のカバー部４が、携帯型プリンタ２を覆った状態で、ス

ナップと面ファスナーにより第１のカバー部に接続され

ている。防水カバー１の下部には開口部６があり、携帯

型プリンタ２から排出された記録媒体１０は、第２のカ

バー部４の内部のガイド部５に導かれ、開口部６から外

部に排出される。メインテナンス作業を行う場合には、

スナップは接続したままで面ファスナーのみを外し、第

２のカバー部４を、スナップで第１のカバー部につなが

った状態で、携帯型プリンタ２を覆わない位置まで移動

させる。こうして、携帯型プリンタ２を、底面を除いて

外部に露出させることによって自由に作業が行える。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 記 録 媒 体 に 記 録 を 行 う 記 録 部 を 有 す る 装 置 の 一 部 に 固 定 さ れ る 、 防 水 性 材 料 か ら な る 第
１ の カ バ ー 部 と 、
　 前 記 第 １ の カ バ ー 部 に 対 し て 着 脱 可 能 で あ り 、 可 撓 性 の 布 状 の 防 水 性 材 料 か ら な る 第 ２
の カ バ ー 部 と 、
　 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 を 第 １ の カ バ ー 部 に 対 し て 接 続 す る 第 １ の 接 続 部 お よ び 第 ２ の 接 続
部 と を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 接 続 部 と 前 記 第 ２ の 接 続 部 が と も に 接 続 さ れ た 状 態 で は 、 前 記 第 １ の カ バ ー
部 と 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 が 、 前 記 装 置 か ら 排 出 さ れ る 前 記 記 録 媒 体 を 通 過 さ せ る た め の 開
口 部 を 除 い て 、 前 記 装 置 の 外 表 面 を 覆 い 、
　 前 記 第 １ の 接 続 部 が 接 続 さ れ 、 か つ 前 記 第 ２ の 接 続 部 が 接 続 解 除 さ れ て い る 状 態 で は 、
前 記 第 ２ の カ バ ー 部 が 、 前 記 装 置 の 外 表 面 を 覆 わ な い 位 置 に 移 動 さ せ ら れ て 、 前 記 装 置 の
、 前 記 第 １ の カ バ ー 部 に よ っ て 覆 わ れ て い る 部 分 以 外 の 少 な く と も 一 部 を 外 部 に 露 出 さ せ
る こ と が で き る 、 記 録 部 を 有 す る 装 置 の 防 水 カ バ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 の 内 部 に は 、 前 記 装 置 か ら 排 出 さ れ た 前 記 記 録 媒 体 を 前 記 開 口 部 へ
導 く た め の ガ イ ド 部 が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 防 水 カ バ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ の 接 続 部 は 、 前 記 第 １ の 接 続 部 よ り も 、 接 続 お よ び 接 続 解 除 の 操 作 が 容 易 な も
の で あ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 防 水 カ バ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 接 続 部 は 、 前 記 第 ２ の 接 続 部 よ り も 、 接 続 時 に 高 い 位 置 精 度 を 要 求 さ れ る も
の で あ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 防 水 カ バ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ の 接 続 部 は 面 フ ァ ス ナ ー か ら な る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 防 水
カ バ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 接 続 部 は ス ナ ッ プ か ら な る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 防 水 カ バ
ー 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の カ バ ー 部 と 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 は 、 可 撓 性 の 布 状 の 防 水 性 合 成 樹 脂 に よ っ て
形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 防 水 カ バ ー 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ の カ バ ー 部 は 前 記 装 置 の 一 面 に 沿 う 板 状 に 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 は 、 前 記 防 水 性 材 料 を 縫 製 お よ び ／ ま た は ウ ェ ル デ ィ ン グ す る こ と
に よ っ て 立 体 形 状 に 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 防 水 カ バ ー 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 開 口 部 は 、 前 記 防 水 カ バ ー に 覆 わ れ た 状 態 の 前 記 装 置 が 携 帯 さ れ た 時 に 下 方 に な る
位 置 に 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 防 水 カ バ ー 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ の カ バ ー 部 は 、 前 記 装 置 を 携 帯 す る た め の ホ ル ダ と と も に 前 記 装 置 に 固 定 さ れ
る 、 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 防 水 カ バ ー 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 防 水 カ バ ー と 、 前 記 装 置 に 取 り 付 け ら れ る 、 前
記 装 置 を 携 帯 す る た め の ホ ル ダ と か ら な り 、
　 前 記 ホ ル ダ は 、 前 記 装 置 が 、 前 記 防 水 カ バ ー の 前 記 開 口 部 を 除 く 部 分 に 覆 わ れ て お り 、
使 用 者 が 該 ホ ル ダ を 用 い て 前 記 装 置 を 携 帯 す る と き に 、 前 記 開 口 部 が 下 方 に 位 置 す る よ う
な 構 成 に な っ て い る 、 記 録 部 を 有 す る 装 置 の 防 水 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-205672 A 2006.8.10



【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 記 録 媒 体 に 記 録 を 行 う 記 録 部 を 有 す る プ リ ン タ な ど の 装 置 の 防 水 カ バ ー お よ
び 防 水 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 記 録 媒 体 に 記 録 を 行 う 記 録 部 を 有 す る プ リ ン タ な ど の 装 置 は 、 室 内 に 設 置 さ れ て
使 用 さ れ る 据 置 型 の も の が 多 か っ た 。 し か し 、 近 年 で は 、 小 型 軽 量 の 装 置 や 、 バ ッ テ リ ー
等 の 電 源 に よ っ て 駆 動 可 能 な 装 置 が 開 発 さ れ て お り 、 ま た 、 単 に 記 録 媒 体 に 記 録 を 行 う の
み な ら ず 計 算 機 や 測 定 器 や デ ィ ス プ レ イ と 一 体 化 さ れ た 装 置 が 製 造 さ れ て お り 、 こ れ ら の
装 置 は 、 使 用 者 に 携 帯 さ れ て 様 々 な 位 置 で 使 用 さ れ る こ と が 望 ま れ る 場 合 が あ る 。 そ の 場
合 、 水 分 が 装 置 内 に 浸 入 し て 障 害 を 起 こ す 可 能 性 が あ る と い う 問 題 が あ る 。 特 に 、 屋 外 で
使 用 す る こ と が 求 め ら れ る 装 置 の 場 合 、 雨 天 時 の 防 雨 対 策 が 必 須 で あ る 。 記 録 媒 体 に 記 録
す る 記 録 部 を 有 す る 装 置 に は 、 記 録 媒 体 を 排 出 す る た め の 排 出 口 が 必 ず 存 在 す る た め 、 装
置 の 筐 体 自 体 を 完 全 に 密 閉 さ れ た も の に す る こ と は で き ず 、 排 出 口 か ら 水 分 を 浸 入 さ せ る
可 能 性 が 高 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 特 許 文 献 １ ～ ３ に 示 す よ う に 、 記 録 部 を 有 す る 装 置 の 記 録 媒 体 の 排 出 口 付 近 を
覆 う 防 水 カ バ ー を 有 す る 構 成 が 提 案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ７ － ８ ６ ４ ２ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 平 ５ － ７ ４ ６ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ６ － ４ ７ ９ ８ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ ～ ３ に 記 載 の 構 成 は い ず れ も 、 装 置 の 、 記 録 媒 体 の 排 出 口 付 近 の み を 防 水 カ
バ ー で 覆 う も の で あ り 、 そ れ 以 外 の 部 分 を 覆 う 防 水 カ バ ー は 設 け ら れ て い な い 。 こ れ ら の
構 成 で は 、 記 録 媒 体 の 排 出 口 を 防 水 カ バ ー で 覆 う 効 果 は あ る も の の 、 そ れ 以 外 の 部 分 の 防
水 を 図 る た め に は 、 装 置 の 筐 体 自 体 を 防 水 構 造 に す る 必 要 が あ る 。 言 い 換 え る と 、 特 許 文
献 １ ～ ３ は 、 装 置 自 体 を 据 置 型 の も の と は 異 な る 防 水 構 造 と し た 上 で 、 防 水 カ バ ー を 併 用
す る こ と に よ っ て は じ め て 十 分 な 防 水 効 果 が 得 ら れ る も の で あ る 。 す な わ ち 、 使 用 対 象 と
な る 装 置 が 防 水 構 造 の も の に 限 定 さ れ 、 あ ら ゆ る 装 置 に 対 し て 適 用 可 能 な 構 成 で は な い 。
装 置 自 体 を 防 水 構 造 に す る た め に は 、 当 然 、 装 置 自 体 の 構 成 の 複 雑 化 、 高 コ ス ト 化 、 製 造
工 程 の 煩 雑 化 を 招 く 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 あ ら ゆ る 装 置 を 対 象 と し て 十 分 な 防 水 効 果 を 得 る た め に は 、 装 置 を 合 成 樹 脂 等 か ら な る
剛 体 の 防 水 ケ ー ス 内 に 入 れ て し ま う こ と が 考 え ら れ る 。 し か し 、 そ の 場 合 に は 、 例 え ば 、
記 録 媒 体 の 補 充 お よ び 交 換 や バ ッ テ リ ー の 交 換 な ど の メ イ ン テ ナ ン ス が 必 要 な と き に は 、
防 水 ケ ー ス か ら 装 置 を 取 り 出 し て し ま わ な け れ ば 作 業 が 行 え な い 。 さ ら に 、 使 用 者 が 装 置
を 携 帯 し て 使 用 し て い る 際 に は 、 メ イ ン テ ナ ン ス 等 の 作 業 中 に 、 装 置 を 取 り 出 し た 後 の 防
水 ケ ー ス を 一 時 的 に 保 持 し て お く 場 所 が な い 場 合 も あ り 、 防 水 ケ ー ス が 邪 魔 に な る 。 ま た
、 合 成 樹 脂 製 の 剛 体 の 防 水 ケ ー ス は 、 通 常 、 成 形 用 金 型 を 用 い て 製 造 さ れ 、 収 容 す べ き 装
置 が 変 わ る と 、 成 形 用 金 型 を 設 計 し 直 し て 作 り 直 さ な け れ ば な ら な い の で 、 生 産 コ ス ト お
よ び 生 産 効 率 の 点 か ら 多 種 少 量 生 産 に は 適 さ な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 の 目 的 は 、 記 録 媒 体 に 記 録 す る 記 録 部 を 有 す る 装 置 自 体 を 防 水 構 造 に す る
必 要 が な く 、 こ の 装 置 の 、 記 録 媒 体 の 排 出 口 の み な ら ず 必 要 な 部 分 を 覆 っ て 十 分 な 防 水 効
果 を 得 る こ と が で き 、 し か も 、 記 録 媒 体 の 補 充 や 交 換 な ど の メ イ ン テ ナ ン ス 作 業 時 に 邪 魔
に な ら な い 防 水 カ バ ー と 、 そ れ を 含 む 防 水 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 防 水 カ バ ー は 、 記 録 媒 体 に 記 録 を 行 う 記 録 部 を 有 す る 装 置 の 一 部 に 固 定 さ れ る
、 防 水 性 材 料 か ら な る 第 １ の カ バ ー 部 と 、 第 １ の カ バ ー 部 に 対 し て 着 脱 可 能 で あ り 、 可 撓
性 の 布 状 の 防 水 性 材 料 か ら な る 第 ２ の カ バ ー 部 と 、 第 ２ の カ バ ー 部 を 第 １ の カ バ ー 部 に 対
し て 接 続 す る 第 １ の 接 続 部 お よ び 第 ２ の 接 続 部 と を 有 し 、 第 １ の 接 続 部 と 第 ２ の 接 続 部 が
と も に 接 続 さ れ た 状 態 で は 、 第 １ の カ バ ー 部 と 第 ２ の カ バ ー 部 が 、 装 置 か ら 排 出 さ れ る 記
録 媒 体 を 通 過 さ せ る た め の 開 口 部 を 除 い て 、 装 置 の 外 表 面 を 覆 い 、 第 １ の 接 続 部 が 接 続 さ
れ 、 か つ 第 ２ の 接 続 部 が 接 続 解 除 さ れ て い る 状 態 で は 、 第 ２ の カ バ ー 部 が 、 装 置 の 外 表 面
を 覆 わ な い 位 置 に 移 動 さ せ ら れ て 、 装 置 の 、 第 １ の カ バ ー 部 に よ っ て 覆 わ れ て い る 部 分 以
外 の 少 な く と も 一 部 を 外 部 に 露 出 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 構 成 に よ る と 効 率 よ く 十 分 な
防 水 が 図 れ 、 し か も 、 装 置 か ら 排 出 さ れ る 記 録 媒 体 を 円 滑 に 外 部 に 排 出 で き る 。 ま た 、 第
２ の 接 続 部 の 接 続 と 接 続 解 除 に よ っ て 、 装 置 の 防 水 状 態 と 、 メ イ ン テ ナ ン ス 等 の 作 業 の た
め に 装 置 の 一 部 を 露 出 さ せ た 状 態 と を 容 易 に 切 り 替 え る こ と が で き る 。 そ の 際 、 第 ２ の カ
バ ー 部 は 第 １ の 接 続 部 に よ っ て 第 １ の カ バ ー 部 に 接 続 さ れ た ま ま に し て お け る の で 、 第 ２
の カ バ ー 部 を 別 途 保 管 す る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 ２ の カ バ ー 部 の 内 部 に 、 装 置 か ら 排 出 さ れ る 記 録 媒 体 を 開 口 部 へ 導 く た め の ガ イ ド 部
が 設 け ら れ て い る と 、 記 録 媒 体 の 外 部 へ の 排 出 が よ り 円 滑 に な り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ の 接 続 部 は 、 第 １ の 接 続 部 よ り も 、 接 続 お よ び 接 続 解 除 の 操 作 が 容 易 な も の で あ る
こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 第 １ の 接 続 部 は 、 第 ２ の 接 続 部 よ り も 、 接 続 時 に 高 い 位 置 精 度 を
要 求 さ れ る も の で あ る こ と が 好 ま し い 。 そ し て 、 第 ２ の 接 続 部 は 面 フ ァ ス ナ ー で あ っ て も
よ く 、 第 １ の 接 続 部 は ス ナ ッ プ で あ っ て も よ い 。 こ れ に よ っ て 、 前 記 し た よ う に 、 装 置 の
防 水 状 態 と 、 作 業 の た め に 装 置 の 一 部 を 露 出 さ せ た 状 態 と を 切 り 替 え る 操 作 が 、 容 易 か つ
信 頼 性 高 く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 １ の カ バ ー 部 と 前 記 第 ２ の カ バ ー 部 は 、 可 撓 性 の 布 状 の 防 水 性 合 成 樹 脂 に よ っ て 形 成
さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 そ れ に よ っ て 、 多 少 大 き さ や 形 状 が 異 な る 装 置 に 対 し て も 、
あ ま り 隙 間 を 生 じ ず に ぴ っ た り と 覆 う こ と が で き る 。 異 な る 装 置 毎 に 防 水 カ バ ー の 設 計 お
よ び 製 造 を 必 ず し も や り 直 さ な く て も よ い た め 、 生 産 効 率 お よ び 生 産 コ ス ト の 低 減 が 図 れ
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 １ の カ バ ー 部 は 装 置 の 一 面 に 沿 う 板 状 に 形 成 さ れ て お り 、 第 ２ の カ バ ー 部 は 、 防 水 性
材 料 を 縫 製 お よ び ／ ま た は ウ ェ ル デ ィ ン グ す る こ と に よ っ て 立 体 形 状 に 形 成 さ れ て い る こ
と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 成 形 用 金 型 を 用 い て 形 成 す る の に 比 べ て 、 製 造 コ ス ト が 低 く 、
か つ 設 計 変 更 が 容 易 に で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 開 口 部 は 、 防 水 カ バ ー に 覆 わ れ た 状 態 の 装 置 が 携 帯 さ れ た 時 に 下 方 に な る 位 置 に 設 け ら
れ て い る こ と が 好 ま し い 。 そ れ に よ っ て 、 通 常 の 使 用 環 境 で は 、 開 口 部 か ら の 水 分 の 浸 入
を 考 慮 す る 必 要 が な く な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ の カ バ ー 部 は 、 装 置 を 携 帯 す る た め の ホ ル ダ と と も に 装 置 に 固 定 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 防 水 構 造 は 、 前 記 し た い ず れ か の 構 成 の 防 水 カ バ ー と 、 装 置 に 取 り 付 け ら れ る
、 装 置 を 携 帯 す る た め の ホ ル ダ と か ら な り 、 ホ ル ダ は 、 装 置 が 、 防 水 カ バ ー の 開 口 部 を 除
く 部 分 に 覆 わ れ て お り 、 使 用 者 が ホ ル ダ を 用 い て 装 置 を 携 帯 す る と き に 、 開 口 部 が 下 方 に
位 置 す る よ う な 構 成 に な っ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 防 水 対 象 と な る 装 置 自 体 を 特 別 な 防 水 構 造 に し な く て も 、 通 常 の 使 用
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環 境 で は 十 分 な 防 水 効 果 が 得 ら れ 、 し か も 、 装 置 か ら 排 出 さ れ る 記 録 媒 体 を 外 部 に 円 滑 に
排 出 す る こ と が で き る 。 ま た 、 装 置 の メ イ ン テ ナ ン ス 等 の 作 業 を 行 う 場 合 は 、 装 置 の 一 部
を 容 易 に 外 部 に 露 出 さ せ る こ と が で き 、 か つ 容 易 に 防 水 状 態 に 復 帰 さ せ る こ と が で き る 。
そ の 際 に 、 防 水 カ バ ー が 作 業 の 邪 魔 に な ら ず 、 し か も 外 部 に 保 管 す る 必 要 も な い の で 、 非
常 に 作 業 性 が よ い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 防 水 カ バ ー １ は 、 記 録 媒 体 に 記 録 を 行 う 記 録 部 を 有 す る 装 置 、 例 え ば 携 帯 型 プ
リ ン タ ２ に 装 着 さ れ る も の で あ る 。 図 １ に は 、 こ の 防 水 カ バ ー １ を 携 帯 型 プ リ ン タ ２ に 装
着 し た 状 態 が 示 さ れ て お り 、 図 ２ ， ３ に は そ の 分 解 図 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 形 態 の 防 水 カ バ ー １ は 、 第 １ の カ バ ー 部 ３ と 、 第 ２ の カ バ ー 部 ４ と 、 第 ２ の カ バ
ー 部 ４ の 内 部 に 取 り 付 け ら れ て い る ガ イ ド 部 ５ を 主 な 構 成 部 材 と し て い る 。 第 １ の カ バ ー
部 ３ と 第 ２ の カ バ ー 部 ４ が 、 後 述 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 接 続 部 に よ っ て 接 続 さ れ て 、 図 １
下 方 に 位 置 す る 開 口 部 ６ を 除 い て 、 携 帯 型 プ リ ン タ ２ の 外 表 面 を 覆 っ て い る 。 こ の 防 水 カ
バ ー １ の 各 構 成 部 材 に つ い て 、 以 下 に 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ の カ バ ー 部 ３ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 防 水 性 ウ レ タ ン 等 の 防 水 性 を 有 す る 合 成 樹 脂 か
ら な る 板 状 の 部 材 で あ り 、 携 帯 型 プ リ ン タ ２ の １ つ の 面 、 例 え ば こ の 携 帯 型 プ リ ン タ ２ を
水 平 面 上 に 置 い て 使 用 す る 場 合 に 底 面 と な る 面 ２ ａ （ 図 ８ 参 照 ） に 取 り 付 け ら れ る よ う に
、 こ の 底 面 ２ ａ に 沿 う 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 後 述 す る 第 １ の 接 続 部 で あ る ス ナ
ッ プ （ 「 ホ ッ ク 」 と も 言 う ） ７ を 構 成 す る ス ナ ッ プ 第 １ 部 材 ７ ａ と 、 第 ２ の 接 続 部 で あ る
面 フ ァ ス ナ ー ８ を 構 成 す る 面 フ ァ ス ナ ー 第 １ 部 材 ８ ａ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 ス ナ ッ プ
７ と 面 フ ァ ス ナ ー ８ は 、 第 １ の カ バ ー 部 ３ に 設 け ら れ て い る ス ナ ッ プ 第 １ 部 材 ７ ａ お よ び
面 フ ァ ス ナ ー 第 １ 部 材 ８ ａ と 、 第 ２ の カ バ ー 部 ４ に 設 け ら れ て い る ス ナ ッ プ 第 ２ 部 材 ７ ｂ
お よ び 面 フ ァ ス ナ ー 第 ２ 部 材 ８ ｂ と か ら 構 成 さ れ る も の で あ る 。 ス ナ ッ プ 第 １ 部 材 ７ ａ は
第 １ の カ バ ー ３ を 貫 通 す る よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 ２ の カ バ ー 部 ４ は 、 図 ５ ， ６ に 示 す よ う に 、 第 １ の カ バ ー 部 ３ と 同 様 に 防 水 性 ウ レ タ
ン 等 の 防 水 性 を 有 す る 合 成 樹 脂 か ら な る 可 撓 性 の 布 状 の 材 料 が 、 携 帯 型 プ リ ン タ ２ の 外 表
面 の 一 部 、 具 体 的 に は 開 口 部 ６ に 対 向 す る 面 と 底 面 ２ ａ を 除 く 外 表 面 に 沿 う 立 体 形 状 に 形
成 さ れ た も の で あ る 。 第 ２ の カ バ ー 部 ４ に は 、 第 １ の カ バ ー 部 ３ の ス ナ ッ プ 第 １ 部 材 ７ ａ
に 対 応 す る 位 置 に 配 置 さ れ た ス ナ ッ プ 第 ２ 部 材 ７ ｂ と 、 第 １ の カ バ ー 部 ３ の 面 フ ァ ス ナ ー
第 １ 部 材 ８ ａ に 対 応 す る 位 置 に 配 置 さ れ た 面 フ ァ ス ナ ー 第 ２ 部 材 ８ ｂ が 設 け ら れ て い る 。
な お 、 ス ナ ッ プ 第 ２ 部 材 ７ ｂ と 面 フ ァ ス ナ ー 第 ２ 部 材 ８ ｂ は 、 第 ２ の カ バ ー 部 ４ を 部 分 的
に 内 側 に 折 り 返 す こ と に よ っ て 、 第 １ の カ バ ー 部 ３ の ス ナ ッ プ 第 １ 部 材 ７ ａ お よ び 面 フ ァ
ス ナ ー 第 １ 部 材 ８ ａ と 対 向 可 能 で あ る 。 第 ２ の カ バ ー 部 ４ は 可 撓 性 の 布 状 の 材 料 か ら な る
の で 、 使 用 者 が 任 意 の 位 置 で 自 在 に 折 り 曲 げ る こ と が で き 、 ス ナ ッ プ 第 ２ 部 材 ７ ｂ お よ び
面 フ ァ ス ナ ー 第 ２ 部 材 ８ ｂ を 、 第 １ の カ バ ー 部 ３ の ス ナ ッ プ 第 １ 部 材 ７ ａ お よ び 面 フ ァ ス
ナ ー 第 １ 部 材 ８ ａ と 対 向 さ せ る こ と が 容 易 に で き る 。 ス ナ ッ プ 第 ２ 部 材 ７ ｂ は 第 ２ の カ バ
ー ４ を 貫 通 す る よ う に し て 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 ２ の カ バ ー 部 ４ に は 、 透 明 な 合 成 樹 脂 か ら な る 窓 部 ９ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 窓 部 ９
は 、 防 水 カ バ ー １ の 内 部 に 収 容 さ れ て い る 装 置 （ 携 帯 型 プ リ ン タ ２ な ど ） を 使 用 者 が 確 認
す る た め の も の で あ る 。 ま た 、 第 ２ の カ バ ー 部 ４ の 内 側 に は 、 携 帯 型 プ リ ン タ ２ か ら 排 出
さ れ た 記 録 媒 体 １ ０ を 開 口 部 ６ へ 導 く 曲 面 を 有 す る ガ イ ド 部 ５ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ の カ バ ー 部 ３ と 第 ２ の カ バ ー 部 ４ と は 、 第 １ の 接 続 部 ７ お よ び 第 ２ の 接 続 部 ８ に よ

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-205672 A 2006.8.10



っ て 互 い に 接 続 さ れ る 。 す な わ ち 、 １ 個 所 の 第 １ の 接 続 部 で あ る ス ナ ッ プ ７ と 、 ２ 個 所 の
第 ２ の 接 続 部 で あ る 面 フ ァ ス ナ ー ８ に よ っ て 、 第 １ の カ バ ー 部 ３ と 第 ２ の カ バ ー 部 ４ は 互
い に 接 続 さ れ 、 そ の 状 態 で 携 帯 型 プ リ ン タ ２ の 外 表 面 の 殆 ど を 覆 う 。 し か し 、 第 １ の カ バ
ー 部 ３ と 第 ２ の カ バ ー 部 ４ が 互 い に 接 続 さ れ た 状 態 で 、 図 １ ～ ３ の 下 方 の 位 置 に 開 口 部 ６
が 形 成 さ れ る 。 携 帯 型 プ リ ン タ ２ の 、 こ の 開 口 部 ６ に 対 向 す る 部 分 は 、 防 水 カ バ ー １ に よ
り 覆 わ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ の カ バ ー 部 ３ と 第 ２ の カ バ ー 部 ４ の 接 続 部 分 の 詳 細 に つ い て 、 図 ７ を 参 照 し て 説 明
す る 。 第 １ の カ バ ー 部 ３ は 、 図 示 し な い ね じ 等 に よ っ て 携 帯 型 プ リ ン タ ２ の 底 面 ２ ａ に 固
定 さ れ る 。 第 ２ の カ バ ー 部 ４ は 、 携 帯 型 プ リ ン タ ２ の 外 形 を ほ ぼ 覆 っ た 状 態 で 、 携 帯 型 プ
リ ン タ ２ の 底 面 ２ ａ の 上 方 に 位 置 す る 部 分 が 内 側 に ２ 回 折 り 返 さ れ る こ と に よ っ て 、 そ の
折 り 返 し 部 ４ ａ に 位 置 す る ス ナ ッ プ 第 ２ 部 材 ７ ｂ が 、 携 帯 型 プ リ ン タ ２ に 固 定 さ れ た 第 １
の カ バ ー 部 ３ の ス ナ ッ プ 第 １ 部 材 ７ ａ と 対 向 し 、 ス ナ ッ プ 第 １ 部 材 ７ ａ と ス ナ ッ プ 第 ２ 部
材 ７ ｂ が 接 続 さ れ る 。 一 方 、 第 ２ の カ バ ー 部 ４ の 、 携 帯 型 プ リ ン タ ２ の 底 面 ２ ａ の 側 方 に
位 置 す る 部 分 が 内 側 に 折 り 返 さ れ る こ と に よ っ て 、 そ の 折 り 返 し 部 ４ ｂ に 位 置 す る 面 フ ァ
ス ナ ー 第 ２ 部 材 ８ ｂ が 、 携 帯 型 プ リ ン タ ２ に 固 定 さ れ た 第 １ の カ バ ー 部 ３ の 面 フ ァ ス ナ ー
第 １ 部 材 ８ ａ と 対 向 し 、 面 フ ァ ス ナ ー 第 １ 部 材 ８ ａ と 面 フ ァ ス ナ ー 第 ２ 部 材 ８ ｂ が 接 続 さ
れ る 。 通 常 、 ス ナ ッ プ の 接 続 部 は 水 分 を 浸 入 さ せ て し ま う 可 能 性 が あ る が 、 本 実 施 形 態 で
は 、 折 り 返 し 部 ４ ａ が ２ 回 折 り 返 さ れ て 、 防 水 カ バ ー １ の 内 部 、 す な わ ち 携 帯 型 プ リ ン タ
２ に 水 分 が 浸 入 し な い よ う な 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の カ バ ー 部 ４ の 、 携 帯 型 プ リ ン タ ２ の 底 面 ２ ａ の 上 方 に 位 置 す る
部 分 が 折 り 返 さ れ て 折 り 返 し 部 ４ ａ が 設 け ら れ た 後 で 、 携 帯 型 プ リ ン タ ２ の 底 面 ２ ａ の 両
側 方 に 位 置 す る 部 分 が 折 り 返 さ れ て 折 り 返 し 部 ４ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 従 っ て 、 折 り 返 し
部 ４ ａ の 外 側 に 折 り 返 し 部 ４ ｂ が 重 な っ て い る 部 分 が 生 じ て い る 。 こ の よ う に 重 な っ た 部
分 が 生 じ て も 、 第 ２ の カ バ ー 部 ４ は 可 撓 性 を 有 し 、 面 フ ァ ス ナ ー ８ は 、 面 フ ァ ス ナ ー 第 １
部 材 ８ ａ と 面 フ ァ ス ナ ー 第 ２ 部 材 ８ ｂ が 部 分 的 に 対 向 す る だ け で も し っ か り 固 定 で き る た
め 、 信 頼 性 の 高 い 接 続 が 可 能 で あ る 。 な お 、 図 ７ 以 外 の 各 図 面 で は 、 簡 略 化 の た め 、 折 り
返 し 部 ４ ｂ と 面 フ ァ ス ナ ー 第 ２ 部 材 ８ ｂ が 一 体 で あ る よ う に 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 防 水 カ バ ー １ に よ っ て 覆 わ れ る 携 帯 型 プ リ ン タ ２ の 一 例 に つ い て 説
明 す る 。 図 ８ に 示 す 携 帯 型 プ リ ン タ ２ は 、 据 置 型 と し て も 使 用 可 能 な も の で あ り 、 据 置 型
と し て 用 い ら れ る 場 合 に は 、 底 面 ２ ａ が 床 や 机 等 の 設 置 面 上 に 置 か れ て 使 用 さ れ る 。 携 帯
型 プ リ ン タ ２ は 、 図 示 し な い 記 録 部 が 内 蔵 さ れ て お り 、 連 続 紙 等 の 記 録 媒 体 １ ０ に 所 望 の
画 像 を 記 録 可 能 で あ る 。 こ こ で 言 う 画 像 と は 、 文 字 や 記 号 や 図 形 や 模 様 等 の 着 色 部 分 の 総
称 で あ る 。 携 帯 型 プ リ ン タ ２ の 一 部 に は 開 閉 可 能 な 蓋 部 ２ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 図 ８ に は
こ の 蓋 部 ２ ｂ を 開 い た 状 態 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 蓋 部 ２ ｂ に 近 接 し て 排 出 口 ２ ｃ が 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 蓋 部 ２ ｂ の 一 端
面 が 排 出 口 ２ ｃ の 一 端 面 を 構 成 し て い る 。 す な わ ち 、 蓋 部 ２ ｂ を 閉 じ た 状 態 で は 、 蓋 部 ２
ｂ の 一 端 面 と そ れ に 対 向 す る 筐 体 の 端 面 と の 間 に 僅 か な 隙 間 が 生 じ 、 そ れ が 排 出 口 ２ ｃ に
な っ て い る 。 携 帯 型 プ リ ン タ ２ の 内 部 の 記 録 部 に よ っ て 記 録 さ れ た 記 録 媒 体 １ ０ は 、 こ の
排 出 口 ２ ｃ か ら 携 帯 型 プ リ ン タ ２ の 外 部 に 排 出 さ れ る 。 蓋 部 ２ ｂ を 開 い た 状 態 で は 、 排 出
口 ２ ｃ お よ び そ の 近 傍 が 外 部 に 露 出 さ れ る た め 、 記 録 媒 体 １ ０ の ジ ャ ム （ 紙 詰 ま り ） を 解
消 す る た め に 記 録 媒 体 １ ０ を 取 り 除 く 作 業 や 、 記 録 媒 体 １ ０ の 補 充 お よ び 交 換 や 、 記 録 用
イ ン ク 等 の 補 充 お よ び 交 換 な ど 、 携 帯 型 プ リ ン タ ２ の 様 々 な メ イ ン テ ナ ン ス 作 業 を 行 う こ
と が で き る 。 ま た 、 こ の 携 帯 型 プ リ ン タ ２ に は 、 バ ッ テ リ ー １ １ （ 図 ２ ， ３ ， ９ 参 照 ） の
装 着 口 ２ ｄ が 設 け ら れ て お り 、 バ ッ テ リ ー １ １ に よ っ て 駆 動 力 を 得 て い る 。 さ ら に 、 携 帯
型 プ リ ン タ ２ に は 操 作 パ ネ ル 部 ２ ｅ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 本 実 施 形 態 で は 、 携 帯 型 プ リ ン タ ２ を 携 帯 す る た め の ホ ル ダ の 一 例 で あ る ス ト ラ ッ プ ホ
ル ダ １ ２ （ 図 ２ ， ３ 参 照 ） が 設 け ら れ て い る 。 こ の ス ト ラ ッ プ ホ ル ダ １ ２ は 、 携 帯 型 プ リ
ン タ ２ の 底 面 ２ ａ に 取 り 付 け ら れ て 、 図 示 し な い が 、 使 用 者 の 身 体 に 装 着 さ れ る ベ ル ト ま
た は ス ト ラ ッ プ 、 例 え ば 腰 に 巻 か れ る ベ ル ト や 肩 に 担 ぐ た め の ス ト ラ ッ プ な ど が 取 り 付 け
ら れ る 取 付 部 １ ２ ａ を 有 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 こ の ス ト ラ ッ プ ホ ル ダ １ ２ は 、 第 １
の カ バ ー 部 ３ を 間 に 挟 ん で 携 帯 型 プ リ ン タ ２ の 底 面 ２ ａ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 図 示 し な
い ね じ 等 が 、 ス ト ラ ッ プ ホ ル ダ １ ２ と 第 １ の カ バ ー 部 ３ と を 同 時 に 携 帯 型 プ リ ン タ ２ の 底
面 ２ ａ に 固 定 し て い る 。 使 用 者 が こ の ス ト ラ ッ プ ホ ル ダ １ ２ を 用 い て 携 帯 型 プ リ ン タ を 携
帯 す る 場 合 、 携 帯 型 プ リ ン タ ２ は 、 図 １ ～ ３ に 示 す 通 り の 上 下 関 係 で 常 に 一 定 の 姿 勢 に な
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 説 明 し た 各 構 成 部 材 を 組 み 合 わ せ た 防 水 構 造 を 構 成 す る 場 合 に は 、 ま ず 、 図 示 し な
い ね じ 等 に よ っ て 、 ス ト ラ ッ プ ホ ル ダ １ ２ お よ び 第 １ の カ バ ー 部 ３ を 、 携 帯 型 プ リ ン タ ２
の 底 面 ２ ａ に 固 定 す る 。 こ れ に よ っ て 、 使 用 者 は 、 ス ト ラ ッ プ ホ ル ダ １ ２ と 図 示 し な い ス
ト ラ ッ プ 等 を 用 い て 携 帯 型 プ リ ン タ ２ を 保 持 し て 携 帯 す る こ と が で き る 。 次 に 、 第 ２ の カ
バ ー 部 ４ の 折 り 返 し 部 ４ ａ に 位 置 す る ス ナ ッ プ 第 ２ 部 材 ７ ｂ を 、 第 １ の カ バ ー 部 ３ の ス ナ
ッ プ 第 ２ 部 材 ７ ａ に 接 続 す る 。 こ れ に よ っ て 、 第 ２ の カ バ ー 部 ４ が 、 第 １ の カ バ ー 部 ３ お
よ び 携 帯 型 プ リ ン タ ２ か ら 脱 落 し な い よ う に 保 持 さ れ る 。 続 い て 、 第 ２ の カ バ ー 部 ４ を 携
帯 型 プ リ ン タ ２ に 被 せ る よ う に 配 置 し た 状 態 で 、 両 側 方 部 分 を 部 分 的 に 折 り 返 し て そ の 折
り 返 し 部 ４ ｂ に 位 置 す る 面 フ ァ ス ナ ー 第 ２ 部 材 ８ ｂ を 、 第 １ の カ バ ー 部 ３ の 面 フ ァ ス ナ ー
第 ２ 部 材 ８ ａ に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に し て 第 １ の カ バ ー 部 ３ と 第 ２ の カ バ ー 部 ４ に よ っ て 携 帯 型 プ リ ン タ ２ を 覆 う
が 、 下 方 に 位 置 す る 開 口 部 ６ に 対 向 す る 部 分 は 覆 わ れ ず に 外 部 に 露 出 す る 。 前 記 し た 通 り
、 ス ト ラ ッ プ ホ ル ダ １ ２ を 用 い て 携 帯 型 プ リ ン タ ２ を 保 持 す る 場 合 に は 、 携 帯 型 プ リ ン タ
２ は 常 に 一 定 の 姿 勢 を と り 、 開 口 部 ６ は 常 に 下 方 に 位 置 す る 。 従 っ て 、 こ の 防 水 カ バ ー １
が 携 帯 型 プ リ ン タ ２ に 装 着 さ れ た 状 態 で は 、 下 方 か ら 上 方 へ 水 分 が 噴 き 上 げ る こ と が な い
限 り 、 開 口 部 ６ か ら 携 帯 型 プ リ ン タ ２ に 水 分 が 浸 入 す る こ と は な い 。 す な わ ち 、 通 常 の 使
用 環 境 で は 、 こ の 防 水 カ バ ー １ に よ っ て 十 分 な 防 水 効 果 が 得 ら れ 、 例 え ば 雨 天 時 の 屋 外 で
も 携 帯 型 プ リ ン タ ２ を 濡 ら す こ と な く 使 用 す る こ と が で き る 。 携 帯 型 プ リ ン タ ２ 自 体 を 特
別 な 防 水 構 造 に す る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 携 帯 型 プ リ ン タ ２ を 使 用 す る と 、 記 録 が 行 わ れ た 記 録 媒 体 １ ０ が 排 出 口 ２ ｃ か ら 排 出 さ
れ る 。 本 実 施 形 態 に よ る と 、 排 出 口 ２ ｃ か ら 排 出 さ れ た 記 録 媒 体 １ ０ は ガ イ ド 部 ５ に 当 接
し 、 ガ イ ド 部 ５ の 曲 面 に 沿 っ て 下 方 へ 導 か れ 、 開 口 部 ６ か ら 外 部 に 排 出 さ れ る 。 す な わ ち
、 本 実 施 形 態 に よ る と 、 防 水 カ バ ー １ を 外 さ な く て も 、 携 帯 型 プ リ ン タ ２ か ら 記 録 媒 体 １
０ を 排 出 で き る 。 そ し て 、 前 記 し た 通 り 開 口 部 ６ は 下 方 に 位 置 す る た め 、 記 録 媒 体 １ ０ を
排 出 す る た め の 開 口 部 ６ に よ っ て 防 水 効 果 が 損 な わ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 ２ の カ バ ー 部 ４ は 、 防 水 性 ウ レ タ ン 等 の 合 成 樹 脂 か ら な る 可 撓 性 の 布 状 の 材 料 が 縫 製
ま た は ウ ェ ル デ ィ ン グ さ れ て 立 体 的 に 形 成 さ れ た も の で あ る 。 可 撓 性 の 布 状 で あ る た め 、
折 り 返 し 部 ４ ａ ， ４ ｂ の 折 り 返 し 量 や 折 り 返 し 角 度 等 を あ る 程 度 任 意 に 変 え て 、 携 帯 型 プ
リ ン タ ２ の 外 表 面 に 沿 わ せ る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に よ る と 、 可 撓 性 の 布
状 の 材 料 か ら な る 第 ２ の カ バ ー 部 ４ を 、 防 水 す べ き 装 置 （ 図 示 さ れ て い る 例 で は 携 帯 型 プ
リ ン タ ） の 形 状 に 合 わ せ て 多 少 変 形 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 面 フ ァ ス ナ ー ８ は 、 面
フ ァ ス ナ ー 第 １ 部 材 ８ ａ と 面 フ ァ ス ナ ー 第 ２ 部 材 ８ ｂ の 相 対 位 置 が 正 確 で な く て も し っ か
り と 接 続 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 多 少 大 き さ や 形 状 の 異 な る 様 々 な 装 置 に 対 し て も 、 同 じ 防
水 カ バ ー １ を 用 い て 保 護 す る こ と が で き 、 そ れ ら の 装 置 の 外 形 に 沿 っ て ぴ っ た り 覆 う こ と
が で き る 。 例 え ば 、 防 水 カ バ ー １ の 内 部 で 装 置 が 移 動 す る よ う な 無 駄 な 隙 間 が ほ と ん ど 生
じ な い 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 仮 に 、 大 き さ や 形 状 が 大 き く 異 な る 装 置 を 用 い る 場 合 に は 、 可 撓 性 の 布 状 の 材 料 の 裁 断
や 縫 製 （ ま た は ウ ェ ル デ ィ ン グ ） を 変 え る こ と に よ っ て 容 易 に 対 応 で き る 。 従 来 の 剛 体 の
防 水 ケ ー ス の よ う に 、 成 形 用 金 型 か ら 変 更 す る 必 要 は な く 、 製 造 コ ス ト お よ び 製 造 効 率 に
優 れ て い る た め 、 多 種 少 量 の 生 産 に も 適 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に 防 水 カ バ ー １ に よ っ て 保 護 さ れ た 携 帯 型 プ リ ン タ ２ に お い て 、 記 録 媒 体 １ ０
の ジ ャ ム の 解 消 や 、 記 録 媒 体 １ ０ の 補 充 お よ び 交 換 や 、 記 録 用 イ ン ク 等 の 補 充 お よ び 交 換
や 、 バ ッ テ リ ー １ １ の 装 填 な ど の メ イ ン テ ナ ン ス 作 業 を 行 う 場 合 に は 、 ス ナ ッ プ ７ は 接 続
し た ま ま で 面 フ ァ ス ナ ー ８ を 外 す と 、 第 ２ の カ バ ー 部 ４ を 、 ス ナ ッ プ ７ の み で 第 １ の カ バ
ー 部 ３ に つ な が っ た 状 態 で 、 図 ９ に 示 す よ う に 携 帯 型 プ リ ン タ ２ を 覆 わ な い 位 置 へ 移 動 さ
せ る こ と が で き る 。 こ う す る こ と に よ り 、 携 帯 型 プ リ ン タ ２ は 底 面 ２ ａ を 除 い て 外 部 に 露
出 す る た め 、 図 ９ に 示 す よ う に バ ッ テ リ ー １ １ を 装 填 し た り 、 蓋 部 ２ ｂ を 開 い て 様 々 な メ
イ ン テ ナ ン ス 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 こ の と き 、 第 ２ の カ バ ー 部 ４ は ス ナ ッ プ ７ で 第 １
の カ バ ー 部 ３ に つ な が っ て い る の で 、 作 業 中 に 別 の 場 所 に 保 管 す る 必 要 が な く 、 ま た 使 用
者 が 手 で 掴 ん で お く 必 要 も な い 。 特 に 、 第 ２ の カ バ ー 部 ４ は 可 撓 性 の 布 状 の 材 料 か ら な る
た め 、 図 示 し な い が 小 さ く 折 り 畳 む こ と が で き 、 そ う す る と 、 携 帯 型 プ リ ン タ ２ の 保 持 お
よ び メ イ ン テ ナ ン ス 作 業 の 邪 魔 に な ら な い 。 ス ト ラ ッ プ ホ ル ダ １ ２ と 図 示 し な い ス ト ラ ッ
プ を 用 い て 携 帯 型 プ リ ン タ ２ を 身 体 に 装 着 し て い る 場 合 に は 、 使 用 者 は 両 手 を 使 っ て 作 業
を 行 う こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 使 用 者 に よ る メ イ ン テ ナ ン ス 等 の 作 業 性 が 非 常 に 良 好
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 メ イ ン テ ナ ン ス 等 の 作 業 が 終 了 し た ら 、 第 ２ の カ バ ー 部 ４ を 、 携 帯 型 プ リ ン タ ２ を 覆 う
位 置 に 再 び 戻 し て 、 面 フ ァ ス ナ ー 第 ２ 部 材 ８ ｂ を 面 フ ァ ス ナ ー 第 １ 部 材 ８ ａ に 接 続 し て 、
図 １ に 示 す よ う な 防 水 状 態 に 容 易 に 復 帰 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 接 続 部 と し て 面 フ ァ ス ナ ー ８ を 採 用 し て い る た め 、 前 記 し た よ
う に メ イ ン テ ナ ン ス 作 業 等 の た め に 、 第 ２ の カ バ ー 部 ４ を 開 い た り 閉 じ た り す る 作 業 が 非
常 に 簡 単 に 行 え る 。 こ れ は 、 面 フ ァ ス ナ ー ８ は 、 面 フ ァ ス ナ ー 第 １ 部 材 ８ ａ と 面 フ ァ ス ナ
ー 第 ２ 部 材 ８ ｂ の 相 対 位 置 が あ ま り 正 確 で な く て も 、 し っ か り と 接 続 す る こ と が 可 能 だ か
ら で あ る 。 ま た 、 面 フ ァ ス ナ ー ８ は 、 接 続 部 分 を 通 っ て 水 分 が 浸 入 す る 可 能 性 が 非 常 に 低
い の で 、 防 水 効 果 を 高 め る た め に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 一 方 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 接 続 部 と し て ス ナ ッ プ ７ を 採 用 し て い る 。 こ の ス ナ ッ プ
７ は 、 面 フ ァ ス ナ ー ８ と 比 較 す る と 取 り 外 し 難 い た め 、 図 １ に 示 す よ う に 面 フ ァ ス ナ ー ８
を 外 し て 第 ２ の カ バ ー 部 ４ を 移 動 さ せ る 際 に 誤 っ て 外 れ て し ま い 、 第 ２ の カ バ ー 部 ４ を 落
下 さ せ て し ま う こ と を 抑 え ら れ る 。 し か し 、 使 用 者 が 防 水 カ バ ー １ を 携 帯 型 プ リ ン タ ２ か
ら 取 り 外 す た め に 意 図 的 に ス ナ ッ プ ７ を 接 続 解 除 す る 際 に は 、 容 易 に 外 す こ と が で き る 。
ま た 、 ス ナ ッ プ ７ は 、 ス ナ ッ プ 第 １ 部 材 ７ ａ と ス ナ ッ プ 第 ２ 部 材 ７ ｂ の 相 対 位 置 精 度 が 高
く な け れ ば 接 続 で き な い の で 、 第 ２ の カ バ ー 部 ４ を 第 １ の カ バ ー 部 ３ に 接 続 す る 際 の 位 置
決 め と し て 作 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 仮 に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 接 続 部 が い ず れ も 面 フ ァ ス ナ ー ８ で あ る と 、 着 脱 作 業 は 容 易 で
あ る も の の 、 第 １ の カ バ ー 部 ３ と 第 ２ の カ バ ー 部 ４ の 相 対 位 置 合 わ せ が 精 度 良 く 行 わ れ ず
、 携 帯 型 プ リ ン タ ２ を 適 切 に 覆 う こ と が 困 難 に な る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 図 ９ に 示 す よ う
に 第 ２ の 接 続 部 の み を 外 そ う と し た と き に 、 誤 っ て 第 １ の 接 続 部 も 外 れ て し ま い 、 第 ２ の
カ バ ー 部 ４ を 脱 落 さ せ る お そ れ が あ る 。 こ れ に 対 し 、 仮 に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 接 続 部 が い
ず れ も ス ナ ッ プ で あ る と 、 装 着 時 に 必 ず 位 置 合 わ せ が 必 要 で あ る た め 煩 雑 に な り 、 第 ２ の
カ バ ー 部 ４ を 頻 繁 に 開 閉 す る の に 適 さ な い 。 ま た 、 大 き さ や 形 状 が 異 な る 装 置 に 対 し て 、
隙 間 な く ぴ っ た り 覆 う よ う に 防 水 カ バ ー を 取 り 付 け る こ と が で き な く な る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ れ ら の こ と か ら 判 る よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ の 接 続 部 に ス ナ ッ プ ７ を 採 用
し 、 第 ２ の 接 続 部 に 面 フ ァ ス ナ ー ８ を 採 用 す る こ と に よ っ て 、 作 業 性 も 信 頼 性 も 高 い 防 水
カ バ ー １ を 構 成 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 本 発 明 の 両 接 続 部 は 、 ス ナ ッ プ ７ お よ び 面 フ
ァ ス ナ ー ８ に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 ス ナ ッ プ ７ や 面 フ ァ ス ナ ー ８ と 同 等 の 機 能 を 持 つ あ
ら ゆ る 接 続 機 構 を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 記 録 媒 体 １ ０ を 開 口 部 ６ に 導 く ガ イ ド 部 ５ が 設 け ら れ て い る た
め 、 携 帯 型 プ リ ン タ ２ の 排 出 口 ２ ｃ の 位 置 や 排 出 方 向 に か か わ ら ず 、 防 水 カ バ ー １ の 開 口
部 ６ か ら 円 滑 に 記 録 媒 体 １ ０ を 外 部 に 排 出 す る こ と が で き る 。 な お 、 図 示 さ れ て い る 例 で
は 、 携 帯 型 プ リ ン タ の 一 つ の 面 （ 図 １ ～ ３ の 下 方 の 面 ） を 全 体 的 に 露 出 さ せ る 開 口 部 ６ が
構 成 さ れ て い る が 、 第 ２ の カ バ ー 部 ４ を も っ と 屈 曲 さ せ て そ の 面 の 一 部 を 覆 う よ う に し 、
開 口 部 ６ を 小 さ く す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 第 ２ の カ バ ー 部 ４ を 縫 製 に よ っ て 立 体 的 に 形 成 す る 場 合 に は 、 ウ ェ ル デ ィ ン グ の
よ う に 特 別 な 接 合 装 置 を 必 要 と し な い た め 、 製 造 コ ス ト の 低 減 が 図 れ る 。 そ の 場 合 、 縫 い
合 わ せ る 部 分 間 に 両 面 テ ー プ や 接 着 剤 層 を 挿 入 さ せ て 、 縫 い 目 か ら の 水 分 の 浸 入 を 抑 え る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 の 防 水 カ バ ー お よ び 防 水 構 造 の 防 水 対 象 と し て は 、 携 帯 型 プ リ ン タ ２ に 限 ら れ ず
、 記 録 媒 体 に 記 録 を 行 う 記 録 部 を 有 す る あ ら ゆ る 装 置 で あ っ て よ い 。 例 え ば 、 記 録 部 を 有
す る 通 信 機 器 、 測 定 器 、 計 算 機 等 が 考 え ら れ る 。 特 に 、 雨 天 の 屋 外 で 使 用 さ れ る 可 能 性 が
あ る 装 置 に 対 し て 、 本 発 明 の 防 水 カ バ ー お よ び 防 水 構 造 は 非 常 に 効 果 的 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 防 水 カ バ ー を 携 帯 型 プ リ ン タ に 装 着 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 防 水 構 造 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 防 水 構 造 の 、 図 ２ と は 異 な る 方 向 か ら 見 た 分 解 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 防 水 カ バ ー の 第 １ の カ バ ー 部 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 防 水 カ バ ー の 第 ２ の カ バ ー 部 を 外 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ に 示 す 防 水 カ バ ー の 第 ２ の カ バ ー 部 を 内 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ に 示 す 防 水 カ バ ー の 第 １ お よ び 第 ２ の 接 続 部 の 接 続 状 態 を 示 す 模 式 的 断 面 図
で あ る 。
【 図 ８ 】 図 １ に 示 す 防 水 カ バ ー で 覆 わ れ る 携 帯 型 プ リ ン タ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 １ に 示 す 防 水 カ バ ー の 第 ２ の カ バ ー 部 を 移 動 さ せ た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
１ 　 　 　 防 水 カ バ ー
２ 　 　 　 携 帯 型 プ リ ン タ
２ ａ 　 　 底 面
２ ｂ 　 　 蓋 部
２ ｃ 　 　 排 出 口
２ ｄ 　 　 装 着 口
２ ｅ 　 　 操 作 パ ネ ル 部
３ 　 　 　 第 １ の カ バ ー 部
４ 　 　 　 第 ２ の カ バ ー 部
４ ａ ， ４ ｂ 　 　 　 折 り 返 し 部
５ 　 　 　 ガ イ ド 部
６ 　 　 　 開 口 部
７ 　 　 　 第 １ の 接 続 部 （ ス ナ ッ プ ）
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７ ａ 　 　 ス ナ ッ プ 第 １ 部 材
７ ｂ 　 　 ス ナ ッ プ 第 ２ 部 材
８ 　 　 　 第 ２ の 接 続 部 （ 面 フ ァ ス ナ ー ）
８ ａ 　 　 面 フ ァ ス ナ ー 第 １ 部 材
８ ｂ 　 　 面 フ ァ ス ナ ー 第 ２ 部 材
９ 　 　 　 窓 部
１ ０ 　 　 記 録 媒 体
１ １ 　 　 バ ッ テ リ ー
１ ２ 　 　 ス ト ラ ッ プ ホ ル ダ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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